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　学校と地域のふれあいを深めるため、27年前から続く金勝小学校の伝
統行事「金小まつり」。学習の成果発表後、おもちつきと、名物「こん
ぜ汁」作りに挑戦。もち米と野菜の一部は学校の田畑で育てて収穫した
もので、野菜は協力しながら包丁で切りました。
　地域や保護者の皆さんと一緒に作った伝統メニ
ューはおいしさもひとしお。青空の下、みんなで
「いただきます！」。

（金
こん

小
しょう

まつり／11月５日・金勝小学校）
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問合せ…財政課 財政係　
☎551-0100　 FAX 554-1123

●市債の現在高

一 般 会 計 446億7,194万円
土 地 取 得 特 別 会 計 19億6,025万円
大津湖南都市計画事業栗東駅
前土地区画整理事業特別会計 2,513万円

大津湖南都市計画事業栗東新都
心土地区画整理事業特別会計 4億1,024万円

農業集落排水事業特別会計 １億6,331万円
水 道 事 業 会 計 30億5,329万円
公 共 下 水 道 事 業 会 計 169億1,566万円

合 計 671億9,982万円

（平成27年度末現在）

　市債とは、市が道路や施設の整備などを行う場
合、国や金融機関から借り入れるお金のことです。
　市債には、応急的な財源の確保と、これらの施
設を利用していく「将来の市民の皆さん」にも費
用を負担していただくという世代間の公平性を図
るという機能があります。
　平成27年度末の市債の現在高は、次のとおりで
す。合計で671億9,982万円となり、平成26年度
末と比べて、13億2,148万円の減少となりました。

　基金には、年度間の財源の不均衡を調整するた
めの基金や施設の建設など特定の目的のため資金
を積み立てる基金などがあります。
　本市では、新幹線新駅の建設や墓地公園の整備
などの資金に充てるための基金を設置しています。
　平成27年度末の基金の現在高は、合計で50億
3,681万円となり、26年度と比べて３億9,984万
円の増加となりました。

財政調整基金 11億6,266万円
減債基金 13億6,581万円
東海道新幹線（仮称）びわこ
栗東駅建設等整備基金 14億1,283万円

墓地公園等整備基金 3億  589万円
その他特定目的基金 1億7,832万円
土地開発基金 6億  130万円
その他定額運用基金 1,000万円

合 計 50億3,681万円

※市民１人当たり74,475円の現在高です。

（平成27年度末現在）

●基金の現在高

※市民１人当たり993,625円の現在高です。

●市の財産
基 金 50億3,681万円
土 地 1,134,155㎡
建 物 223,829㎡

●水道事業会計

●公共下水道事業会計

収益的 資本的 備考

収入 12億9,191万円 3億4,616万円
※資本的収入のう

ち、翌年度繰越額
に係る財源充当額
1,150万円

支出 11億3,725万円 9億2,478万円
差引 1億5,466万円 ▲5億7,862万円

収益的 資本的 備考

収入 17億4,809万円 13億2,576万円
※資本的収入のう

ち、前年度同意等
債で本年度収入分
2億6,450万円

支出 16億4,816万円 19億  130万円
差引 9,993万円 ▲5億7,554万円

※ 資本的収入額が資本的支出額に不足する額5億9,012万
円（資本的収支の不足額5億7,862万円と翌年度繰越金
に係る財源充当額1,150万円）は、損益勘定留保資金な
どで補てん。

※ 資本的収入額が資本的支出額に不足する額8億4,004万
円（資本的収支の不足額5億7,554万円と前年度同意等債
で本年度収入分2億6,450万円）は、損益勘定留保資金な
どで補てん。

●特別会計
会　計　名 歳　入 歳　出
土 地 取 得 5億8,220万円 5億7,913万円
国民健康保険 62億  311万円 59億6,918万円
後期高齢者医療 5億2,600万円 5億  924万円
介 護 保 険 31億1,668万円 30億 4,674万円
墓 地 公 園 1,026万円 466万円
大 津 湖 南 都 市 計 画 事 業
栗東駅前土地区画整理事業 6,061万円 5,731万円

大 津 湖 南 都 市 計 画 事 業
栗東新都心土地区画整理事業 8,428万円 8,161万円

農業集落排水事業 3,529万円 3,195万円
合 計 106億1,843万円 102億7,982万円

将来負担比率…186.1%

　本市の将来負担比率(※)は平成27年度決算で
186.1％となりました。地方債現在高の減少な
どにより前年度から20.8ポイント低下したもの
の、依然として非常に高い比率です。この状況を
改善するため、今後も財政運営基本方針により支
出抑制への取り組みを継続し、市債発行の抑制な
どで債務を低減し、財政の健全化を目指します。

■前年度から20.8ポイント低下

注�【将来負担比率】…自治体の財政の健全性を判断
する指標の一つで、地方債現在高のほか一般会計な
どが将来負担すべき実質的な負債をとらえた比率で
す。詳しくは、市ホームページをご覧ください。

引き続き財政の健全化が必要です。
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　歳出は前年度に対して３億5,591万円、1.6%の増。
　歳出は使われる目的によって分けられ、構成
比は、民生費(34.7%)、公債費(16.8%)、教育費
(12.2%)、土木費(10.2%)などとなっています。
　また、経費の内訳を性質別に見ると、人件費、
扶助費、公債費の義務的経費が119億5,094万円
で構成比52.6%となっています。人件費の増加な
どにより全体では9,875万円の増となりました。
　投資的経費は21億5,699万円で構成比9.5%、前
年度比３億7,675万円、21.2%の増です。投資的経
費とは、主に公共施設を整備するための費用です
が、平成27年度は道路・街路などの整備や平成25
年の台風18号により被害を受けた林道などの災害
復旧工事のほか、大宝西小学校のエレベーター設
置などの教育施設の整備工事を実施しました。
　 そ の 他 の 経 費 は86億1,941万 円 で 構 成 比
37.9%、積立金の減などにより、前年度比1億
1,959万円、1.4%の減となりました。

歳出…227億2,734万円
扶助費

性質別歳出

48億6,984万円
21.4%

公債費
36億2,350万円

16.0%

人件費
34億5,760万円
15.2%

普通建設事業費
20億5,336万円

9.0%

災害復旧事業費
１億363万円

0.5%

物件費
42億1,760万円

18.6%

補助費など
22億1,313万円

9.7%

積立金
３億5,333万円

1.6%

維持補修費
１億276万円

0.4%

その他
17億3,259万円

7.6%

民生費
78億8,530万円
34.7%

公債費
38億1,768万円
16.8%

教育費
27億6,711万円

12.2%

土木費
23億2,887万円

10.2%

総務費
22億7,400万円

10.0%

衛生費
18億4,555万円

8.1%

消防費
7億5,026万円

3.3%

商工費
３億7,350万円

1.6%

農林水産業費
３億3,667万円
1.5% 議会費 １億8,662万円 0.8%

災害復旧費１億363万円 0.5%
労働費
5,815万円

0.3%

歳出

市税
124億652万円

諸収入
1億503万円

0.5%

地方交付税

歳入

４億7,262万円 2.0%

53.4%

地方譲与税など
16億387万円
6.9%

市債
17億645万円

7.3%

1.9%

分担金・負担金
２億7,611万円

1.2%

国・県支出金
46億5,116万円

20.0%

繰入金
315万円 0.0%

使用料・手数料10億5,901万円
4.6%

繰越金
５億1,640万円

2.2%

財産収入・寄附金など
４億5,074万円

自主財源
63.3%

依存財源
36.7%

義務的経費

          52.6%
  119億5,094万円

その他の経費
 86億1,941万円
37.9%

投資的経費
21億5,699万円

9.5%

◎歳入

◎歳出（目的別）
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16.0%

人件費
34億5,760万円
15.2%

普通建設事業費
20億5,336万円

9.0%

災害復旧事業費
１億363万円

0.5%

物件費
42億1,760万円

18.6%

補助費など
22億1,313万円

9.7%

積立金
３億5,333万円

1.6%

維持補修費
１億276万円

0.4%

その他
17億3,259万円

7.6%

民生費
78億8,530万円
34.7%

公債費
38億1,768万円
16.8%

教育費
27億6,711万円

12.2%

土木費
23億2,887万円

10.2%

総務費
22億7,400万円

10.0%

衛生費
18億4,555万円

8.1%

消防費
7億5,026万円

3.3%

商工費
３億7,350万円

1.6%

農林水産業費
３億3,667万円
1.5% 議会費 １億8,662万円 0.8%
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義務的経費
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その他の経費
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37.9%

投資的経費
21億5,699万円
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◎歳出（性質別）

扶助費
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48億6,984万円
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21億5,699万円

9.5%

■前年度に対して1.6%の増

　 歳入は前年度に対して３億6,322万円、1.6%
の増。歳入は、市税や使用料、手数料などの自主
財源と国・県の補助金や市債などの依存財源に分
けられます。内訳は、自主財源が147億1,193万
円で構成比63.3%、主に市税収入の減により、前
年度比10億5,822万円、6.7%の減となりました。
　また、依存財源は85億3,913万円で構成比
36.7%、主に地方消費税交付金の増により、前年
度比14億2,144万円、20.0%の増となりました。

■前年度に対して1.6%の増

歳入…232億5,106万円

平成27年度 決算
　一般会計決算額は、歳入総額232億5,106万円、歳出総額227億2,734万円。
　歳入歳出の差し引き額から28年度へ繰り越した事業の財源5,038万円を除いた実質収支額は、
4億7,334万円となりました。

＜大宝東児童館に集う皆さん＞

まちのお金の使い方
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●水道事業・公共下水道事業会計執行状況

水道事業会計 予　算　額 収入・執行済額 収入・
執行率

収益的 収 入 13億  866万円 6億8,738万円 52.5％
支 出 12億9,297万円 4億6,443万円 35.9％

資本的 収 入 3億4,060万円 1億8,080万円 53.1％
支 出 7億7,992万円 7,107万円 9.1％

公共下水道
事業会計 予　算　額 収入・執行済額 収入・

執行率

収益的 収 入 17億6,400万円 8億4,029万円 47.6％
支 出 16億8,330万円 7億  314万円 41.8％

資本的 収 入 10億5,460万円 2億5,413万円 24.1％
支 出 16億2,390万円 6億    80万円 37.0％

※水道事業・公共下水道事業会計は、民間企業のようにその事業の収入で支出を賄う独立採算の企業会計です。収益的
収支には、料金収入、物件費や動力費のようにサービスの提供に関する費用、資本的収支には、工事負担金の収入や
新しい上下水道管の敷設に必要な費用などが計上されています。

◎平成２８年度上半期、こんなことを実施（具体的施策抜粋）

■トップセールスとリーダーシップで地域経済に元気を創出
◦まちづくり基本構想（後継プラン）の基盤整備
◦商工業や中小企業の振興
◦ふるさと応援寄附金での「ふるさと記念品」

贈呈による市のＰＲ
■�子どもが伸び伸びと元気に育つ環境づくり
◦妊婦健康診査費の一部助成
◦特定不妊治療費助成の拡大
◦保育士就職支援研修会の開催
◦栗東市地域子育て支援センター
　治田東の開設

■�みんながいきいき元気に暮らせるまちづくり
◦生活困窮者に対する就労相談員の配置
◦生き方カフェの開催
◦葉山地域包括支援センターの開設
◦ＮＨＫ巡回ラジオ体操の開催
■だれもが安心できるまちづくり
◦栗東市バリアフリー基本構想に基づく事業実施
◦道路の補修整備
■行政に安心と、職員に元気を
◦ＳＮＳやテレビ放映による市の情報発信
◦まちづくり座談会の開催

（新）集中改革プランの取組みと今後

平成３０年度の財政健全化を目指し、取組みを進めています。

■（新）集中改革プランの概要
・目的と目標…本市の深刻な財政状況を改善する

ため、平成24年度～26年度の３年間で、財政の
収支不均衡を是正し、改革の効果を持続する。
平成30年度での財政健全化達成を目標とする。

■平成27年度の結果…実績額は５億3,118万円でした。

■今後の取組み
（新）集中改革プランでの全93の改革項目に関す
る取組み（見直し）は、計画期間（H24～ H26）
でおおむね計画どおりの効果額を得ることがで
き、「収支不均衡の是正」という当初プランに課
せられた所期の役割を果たすことができました。
　今後も引き続き、改革の手綱を緩めることな
く、これまでの改革効果を持続させ、収支不均衡
の是正に取り組みます。効果的で効率的な行財政

運営に努めることにより、新たな行政需要にも対
応できるようにし、「安心な元気都市栗東」の構
築に全力で取り組みます。
　財政健全化を達成し、安心な元気都市栗東をつ
くるため、市民皆さんの変わらぬご理解とご協力
をお願いします。

（単位：千円）
Ｈ27実績額 主　な　要　因

歳 入 1億738万円 償却資産の全数実地調査による固定資産税の増収など
歳 出 4億1,384万8千円 公用車管理経費の見直し、公共下水道事業特別会計の法適化による繰出金の見直しなど
検討項目 995万2千円 自治会補助金等の整理統合など
合 計 5億3,118万円

・改�革項目数…歳入18項目、歳出75項目、合計
　93項目（検討項目：歳入４項目、歳出８項目、

合計12項目）

問元気創造政策課 改革推進係
☎551-1808　 FAX 553-1280
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歳入
予　算　額 収 入 済 額 収入率 主　　な　　内　　容

市 税 125億  331万円 77億4,290万円 61.9％ 市民税、固定資産税、市たばこ税

地方譲与税など 22億  263万円 8億9,558万円 40.7％ 地方譲与税、地方消費税交付金、
地方特例交付金、地方交付税

分担金・負担金 2億8,574万円 9,525万円 33.3％ 健診負担金、学校給食負担金
使用料・手数料 10億3,126万円 4億2,580万円 41.3％ 保育料、市営住宅使用料

国 庫 支 出 金 35億6,433万円 12億2,008万円 34.2％ 生活保護費負担金、児童手当負担金、
社会資本整備総合交付金

県 支 出 金 15億  401万円 2億3,715万円 15.8％ 福祉医療費補助金、県税徴収委託金
財 産 収 入 など 8億6,150万円 1億1,330万円 13.2％ 土地売払収入、ＪＲＡ環境整備寄附金
繰 越 金 1億9,504万円 4億7,333万円 242.7％ 前年度繰越金
諸 収 入 2億7,440万円 7,904万円 28.8％ 貸付金元利収入、福祉医療高額療養費
市 債 24億7,260万円 0円 0.0％ 道路整備事業債、防災施設整備事業債、臨時財政対策債
合 計 248億9,482万円 112億8,243万円 45.3％

●一般会計執行状況

歳出
予　算　額 執 行 済 額 執行率 主　　な　　内　　容

議 会 費 1億8,712万円 9,637万円 51.5％ 議員報酬、議会運営費

総 務 費 22億2,252万円 9億1,012万円 40.9％ 庁舎維持管理費、地域振興事業費、
交通安全施設整備事業費

民 生 費 83億7,208万円 32億4,123万円 38.7％ 老人福祉事業費、障がい福祉事業費、
保育所運営費

衛 生 費 19億  269万円 5億5,545万円 29.2％ ごみ収集・処理経費、各種健診事業費
労 働 費 5,957万円 3,939万円 66.1％ シルバー人材センター補助、勤労者福祉推進経費
農 林 水 産 業 費 3億9,914万円 1億1,133万円 27.9％ こんぜの里管理運営事業費、土地改良事業費
商 工 費 3億8,340万円 7,806万円 20.4％ 商工会補助、中小企業振興事業費
土 木 費 28億2,762万円 4億6,818万円 16.6％ 道路整備事業費
消 防 費 16億2,240万円 4億5,511万円 28.1％ 消防署負担金、消防団活動費、防災活動推進事業費
教 育 費 29億1,183万円 10億3,797万円 35.6％ 幼稚園運営費、小・中学校運営費、さきら運営費
公 債 費 39億9,645万円 18億2,910万円 45.8％ 市債償還金
予 備 費 1,000万円 0円 0.0％
合 計 248億9,482万円 88億2,231万円 35.4％

●特別会計執行状況
会　計　名 予　算　額 収 入 済 額 収入率 支 出 済 額 執行率

土 地 取 得 14億5,827万円 306万円 0.2％ 2億1,433万円 14.7％
国 民 健 康 保 険 61億  624万円 23億9,121万円 39.2％ 25億7,814万円 42.2％
後 期 高 齢 者 医 療 5億3,963万円 1億9,368万円 35.9％ 2億  120万円 37.3％
介 護 保 険 34億1,121万円 13億  624万円 38.3％ 12億8,115万円 37.6％
墓 地 公 園 527万円 1,063万円 201.7％ 153万円 29.0％
大津湖南都市計画事業栗東駅前土地区画整理事業 5,455万円 330万円 6.0％ 2,113万円 38.7％
大津湖南都市計画事業栗東新都心土地区画整理事業 8,189万円 268万円 3.3％ 4,101万円 50.1％
農 業 集 落 排 水 事 業 3,176万円 427万円 13.4％ 1,322万円 41.6％
合 計 116億8,882万円 39億1,507万円 33.5％ 43億5,171万円 37.2％

特別会計…�国民健康保険のように相互扶助を目的とした事業や、農業集落排水のように受益の程度に応じた事業は、原
則として受益者たちが負担するお金で運営するため、一般会計とは別の「特別会計」になっています。

平成28年度（上半期）
予算執行状況
　市では毎年２回、財政状況をお知らせしています。今回は、平成28年度上半期（４月１日～９月
30日）の予算の執行状況をお知らせします。平成28年度も年間をとおして、目的ごとに細かく決
められた予算どおりに事業を計画的に進めています。（平成27年度からの繰越事業費は含みません）

予算の執行状況をお知らせします
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栗
東
の
市
民
力

秋
の
イ
ベ
ン
ト
が
市
民
皆
さ
ん
の
力
で

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

10/16
Harves-Ta 
HASHIRI 

10/10
いちょうまつり 
～黄な祭～

※ほっこりまつりの魅力は市ホームページの「ほっと栗東」で映像配信しています。
　合わせてご覧ください。

10/23
第１０回東海道 

ほっこりまつり
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危険業務従事者叙勲、総務大臣表彰を受けられた皆さん
おめでとうございます！

瑞宝単光章
末満�日

ひ

出
で

征
ゆ き

さん
（中沢）

　
「
第
27
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
」
を

受
章
。
昭
和
39
年
10
月
に
滋
賀
県
警
察
官

を
拝
命
以
来
、
37
年
以
上
に
わ
た
り
警
察

業
務
に
携
わ
り
、
主
に
刑
事
警
察
部
門
で

活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
っ
て
現
場
で
第
一
線
の
捜

査
活
動
に
従
事
し
、
特
に
窃
盗
事
件
の
検

挙
な
ど
、
優
れ
た
手
腕
で
事
件
解
決
に
大

き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
警
察
官
へ
の
思
い
が
強
く
、
19
歳
の

時
、
警
察
官
に
転
職
し
ま
し
た
。
刑
事
と

し
て
さ
ま
ざ
な
事
件
を
担
当
し
て
き
ま
し

た
が
、
平
成
３
年
の
信
楽
高
原
鉄
道
で
の

列
車
正
面
衝
突
事
故
は
、
単
線
で
起
こ
っ

た
事
故
と
し
て
捜
査
に
奔
走
し
た
こ
と
も

あ
り
、
今
で
も
記
憶
に
残
る
出
来
事
で

す
。
警
察
官
は
、
３
６
５
日
、
気
の
張
り

つ
め
た
職
務
で
、
家
庭
を
顧
み
る
機
会
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
少
し
で
も
皆
さ

ん
の
役
に
立
ち
た
い
と
頑
張
っ
て
き
ま
し

た
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

総務大臣表彰
武村�靜

し ず

文
ふ み

さん・安原�悟郎さん
　　　　（高野）　　　　��（綣）

　
「
公
平
委
員
会
制
度
65
周
年
記
念
総
務

大
臣
表
彰
」
を
受
賞
。
公
平
委
員
会
は
、

地
方
公
務
員
法
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
て
い

る
行
政
委
員
会
で
、
準
司
法
的
な
作
用
を

行
う
機
関
で
す
。
本
市
で
は
3
人
の
公
平

委
員
が
、
職
員
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
措

置
要
求
の
審
査
や
不
利
益
処
分
に
関
す
る

審
査
請
求
の
審
査
な
ど
に
携
わ
っ
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
委
員
長
で
あ
る
、
安
原
さ
ん

は
、
平
成
18
年
か
ら
現
在
ま
で
の
10
年
以

上
、
公
平
委
員
と
し
て
尽
力
。
ま
た
、
武

村
さ
ん
は
、
平
成
14
年
か
ら
27
年
ま
で
の

12
年
半
に
わ
た
り
、
公
平
委
員
（
平
成
22

年
か
ら
26
年
ま
で
は
委
員
長
）
と
し
て
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
人
は
「
公
平
委
員
と
し
て
、
精
一
杯

務
め
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
受
賞
は
市
民

皆
さ
ま
方
の
お
か
げ
と
深
く
感
謝
し
て
い

ま
す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
長
寿
福
祉
課 

介
護
保
険
係

  

☎
551-

０
２
８
１  　

551-

０
５
４
８

FAX

介護予防・日常生活支援総合事業が始まります
高齢者が元気でいきいき暮らすまちづくり

　

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
よ
り
、

市
で
は
平
成
29
年
4
月
か
ら
要
支

援
の
人
か
ら
元
気
な
高
齢
者
ま
で

を
対
象
と
し
た
、
介
護
予
防
と
日

常
生
活
の
自
立
を
支
援
す
る
総
合

事
業
を
始
め
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
①

【
積
極
的
な
社
会
参
加
で
自
ら
介
護
予
防
】

　

高
齢
者
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
生
活
を
続
け
る
た

め
に
は
、
介
護
保
険
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、
地

域
の
助
け
合
い
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
支
援
な

ど
、
地
域
全
体
で
高
齢
者
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
自
身
も
社
会
で
の
「
役
割
」
や

「
生
き
が
い
」
を
持
つ
な
ど
、
介
護
予
防
に
努
め
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

【
例
】
地
域
住
民
主
体
の
い
き
い
き
百
歳
体
操
、
介

護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
、
近
隣
同

士
の
助
け
合
い
な
ど

ポ
イ
ン
ト
②

【
要
支
援
の
人
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

が
総
合
事
業
に
移
行
】

　

こ
れ
ま
で
よ
り
サ
ー
ビ
ス
が
多
様
化
し
、
一
人
ひ

と
り
の
状
況
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。

【
利
用
で
き
る
人
】
要
支
援
1
・
2
の
認
定
を
受
け

た
人
や
、
介
護
予
防
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ

り
生
活
機
能
の
低
下
が
見
ら
れ
た
人

※
広
報
３
月
号
で
事
業
の
具
体
的
な
内
容
や
利
用
方

法
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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市
で
は
、
平
成
25
年
１
月
４

日
か
ら
本
人
通
知
制
度
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

本
人
通
知
制
度
は
、
住
民
票

の
写
し
や
戸
籍
謄
抄
本
な
ど
の

証
明
書
を
本
人
の
代
理
人
や
第

三
者
（
国
ま
た
は
地
方
公
共
団

体
の
機
関
な
ど
を
除
く
）
に
交

付
し
た
場
合
に
、
事
前
登
録
を

し
た
人
に
対
し
て
、
証
明
書
を

交
付
し
た
事
実
を
郵
送
に
よ
り

お
知
ら
せ
す
る
制
度
で
す
。

　

本
人
に
通
知
す
る
こ
と
に
よ

り
、
住
民
票
の
写
し
な
ど
の
不

正
請
求
や
不
正
取
得
に
よ
る
個

人
の
権
利
の
侵
害
の
防
止
・
抑

止
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
本
人
通
知
制
度
を
利
用
す
る
た

め
に
は
…

　

本
人
の
登
録
（
事
前
登
録
）
が

必
要
で
す
。
事
前
登
録
を
希
望

す
る
場
合
は
、
制
度
の
内
容
を

確
認
の
上
、「
栗
東
市
本
人
通

知
制
度
登
録
申
込
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

◦
対
象
…
本
市
の
住
民
基
本
台
帳

ま
た
は
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い

る
人

◦
用
意
す
る
も
の
…
本
人
確
認
書

類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）、
代

理
の
場
合
は
委
任
状

■
こ
れ
ま
で
の
本
人
通
知
制
度

の
登
録
有
効
期
限
は
、
申
請

日
の
翌
日
か
ら
３
年
間
で
し

た
が
、
平
成
28
年
１
月
１
日

か
ら
無
期
限
に
な
り
ま
し

た
。
す
で
に
登
録
し
て
い
る

人
も
対
象
に
な
る
の
で
、
更

新
手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

住
所
変
更
・
戸
籍
届
出
な
ど
で

登
録
内
容
に
変
更
が
あ
る
場
合
、

ま
た
は
登
録
の
廃
止
を
希
望
す
る

場
合
は
、
総
合
窓
口
課
ま
で
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

う　

共
生
社
会
の
実
現
」
を
基
本
理
念

に
栗
東
市
障
が
い
者
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
生
活
支
援
や
保
健
・
医
療
の
充
実
、

学
習
機
会
の
充
実
や
就
労
・
社
会
参
加

の
促
進
、
理
解
と
交
流
の
促
進
な
ど
の

取
組
み
を
総
合
的
・
計
画
的
に
進
め
て

い
ま
す
。

　

障
が
い
や
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
理

解
を
深
め
、
自
立
や
社
会
参
加
を
促
進

す
る
た
め
の
取
組
み
が
全
国
で
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
だ
れ

も
が
互
い
に
尊
重
し
、
思
い
や
り
、
支

え
あ
い
な
が
ら
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

共
生
す
る
社
会
は
、
私
た
ち
み
ん
な
の

願
い
で
す
。

　

市
で
は
、「
一
人
ひ
と
り
の
個
性
が

尊
重
さ
れ　

み
ん
な
が
と
も
に
支
え
あ

問
障
が
い
福
祉
課

  

☎
551-

０
１
１
３ 　

553-

３
６
７
８

FAX

12月３日から９日は「障害者週間」です

本
人
通
知
制
度
に
登
録
く
だ
さ
い

～
登
録
有
効
期
限
が
無
期
限
に
～

問
総
合
窓
口
課 

業
務
係

  

☎
551-

０
１
１
０ 　

　
　

553-

０
２
５
０

FAX

　４月、気軽に相談できる相談支援体制の充実や適切な支援へと
つなげるため、新たに、守山・栗東障害者相談支援センター「み
らいく」を設置しました。
　センターでは、身体・知的・精神・難病など障がいのある人やそ
の家族の悩み、不安など、福
祉に関するいろんな相談に応
じ、必要な情報の提供やアド
バイスなどを行っています。

　障がいのある人との交流を通じて
障がいへの理解を深めるため、市内
支援事業所とともに実施する障がい
者レクリエーションスポーツ大会

（年１回春）、ボウリング大会（年２
回秋・冬）や、視覚障がい者の生活
行動訓練（年１回秋）、年間を通じ
た手話講座（受講生募集は４月）な
どを開催しています。

　今年の障害者週間では、市役所１階の玄関ロビーで市内障がい
者支援事業所や障がい者団体の活動をポスターで展示紹介します。
ぜひ、お立ち寄りください。

＜今年のスポーツ大会から＞

だれもが安心して暮らせるまちづくり ～最近の取組みから～
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りっとうの
商工振興

消
費
者
ニ
ー
ズ
調
査

空
き
テ
ナ
ン
ト
調
査

■
目
的　

　

市
内
の
小
売
り
・
サ
ー
ビ
ス
店
を
利

用
し
購
買
す
る
こ
と
は
、
地
域
経
済
の

好
循
環
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
内
店
舗
を
利
用
す
る
機

会
の
増
加
や
商
業
地
の
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
に
向
け
、
市
民
の
普
段
の
買
い
物
や

飲
食
店
で
の
食
事
な
ど
、
市
内
商
業
環

境
の
現
状
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
消
費
ニ
ー
ズ
調
査
と
は

　

市
民
の
意
識
や
ニ
ー
ズ
を
理
解
し
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
取
り
組
め
ば
、
地

元
に
あ
る
お
店
な
ど
を
よ
り
多
く
の
皆

さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
か
検
討

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
消

費
者
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
、
市
民

を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
は
じ
め
と
す

る
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

今
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
の
内

容
を
把
握
・
整
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、

皆
さ
ん
が
買
い
物
を
し
や
す
い
環
境
整

備
や
お
店
の
誘
導
な
ど
に
取
り
組
み
、

「
住
み
続
け
た
く
な
る
」
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

■
空
き
テ
ナ
ン
ト
調
査
と
は

　

空
き
テ
ナ
ン
ト
が
増
加
す
る
こ
と

は
、利
便
性
が
低
下
す
る
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
に
ぎ
わ
い
や
活
力
を
失
う
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。
空
き
テ
ナ
ン
ト
の

実
態
調
査
を
行
い
、
有
効
な
施
策
実
施

に
つ
な
げ
ま
す
。

問
商
工
観
光
課 
商
工
振
興
係

  

☎
551-

０
２
３
６ 　

551-
０
１
４
８

FAX

栗東
市民

市外
消費者

地元での
購買・
消費機会の
増加

市外・ネットの
利用機会の
減少

・市の財政収入低下
・にぎわいの喪失

・市の財政収入向上
・にぎわいの創出

栗東
市民

地元購買率
41.4%

市外・ネット
購買率
58.6% 市

民
の
消
費

≪
チ
ェ
ン
ジ
≫

問
生
活
交
通
課 

交
通
対
策
係 

☎
551-

０
２
９
１ 　

553-

０
１
４
９

　

※
内
容
に
関
す
る
詳
細
は
滋
賀
県
警
察
本
部
運
転
免
許
課

　
　
（
☎
585-

１
２
５
５
）
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

FAX

道
路
交
通
法
の
一
部
改
正 

～
平
成
29
年
３
月
12
日
施
行
～

高
齢
者
講
習
が
変
わ
り
ま
す

75歳以上の運転者の皆さんへ

更新手続き時  一定の違反を行った時 信号無視
など

新設

新設
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《治田小学校》「ボランティアをとおして」

　

本
校
で
は
、
道
徳
教
育
目
標
を

「
豊
か
な
心
」
を
は
ぐ
く
む
と
し
、

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
る
子
ど

も
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
道
徳
の
時
間
だ
け
で
な

く
、
学
校
生
活
の
中
で
そ
の
心
を
育

て
て
い
ま
す
。

　

特
色
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
主

体
的
な
活
動
で
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
掲
示
活
動
、

あ
い
さ
つ
運
動
、
清
掃
活
動
な
ど
、

学
校
を
自
分
た
ち
の
手
で
よ
く
し
て

い
こ
う
と
い
う
目
的
で
、
委
員
会
ご

と
に
全
校
児
童
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
と
お
し
て
、
普

段
か
ら
自
分
が
周
り
の
人
た
ち
に
支

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
感

謝
の
言
葉
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
感
謝
す
る
心
を
大
切
に
す

る
学
校
を
目
指
し
ま
す
。

く
り
ち
ゃ
ん
元
気
い
っ
ぱ
い
運
動
　
第
３
弾

＊
あ
り
が
と
う
が
言
え
る
子
育
て
　
　
＊
33

FAX
問
学
校
教
育
課　

　

☎
551-

０
１
３
０

　
　

551-

０
１
４
９

ボランティアの
広がりを目指す
「ボランティア認定カード」

＜昨年の成人式から＞

　

11
月
８
日
、
本
市
野
尻
に
営
業

所
の
あ
る
、
セ
ン
コ
ー
株
式
会
社

よ
り
、「
ふ
る
さ
と
り
っ
と
う
応

援
寄
附
金
」
と
し
て
１
０
０
万
円

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

創
業
１
０
０
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
行
っ
た
「
積
立
募

金
」
で
、
従
業
員
の
皆
さ
ん
か
ら

の
積
立
金
と
会
社
の
負
担
分
を
あ

わ
せ
、
今
回
、
寄
付
を
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
安

心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
元
気
な
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
有
効
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
29
年
成
人
式
を
開

催
し
ま
す
。
新
成
人
の
皆
さ
ん
、
ぜ

ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
…
平
成
29
年
１
月
８
日
㈰

　

受
付
：
12
時
45
分
～
13
時
20
分

　

式
典
：
13
時
30
分
～
14
時
10
分

　

記
念
行
事
：
14
時
20
分
～

　
　
　
　
　
　

15
時
10
分

◦
場
所
…
栗
東
芸
術
文
化
会
館

　

 

さ
き
ら 

大
ホ
ー
ル

◦
対
象
者
…
平
成
８
年
４
月
２
日
～

平
成
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

※
成
人
式
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
手
話
通
訳
が
必
要
な
人
は
12
月

14
日
㈬
ま
で
に
生
涯
学
習
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
ふ
る
さ
と
り
っ
と
う
応
援

寄
附
金
」
に
多
額
の
寄
付

▲

セ
ン
コ
ー
株
式
会
社
京
滋
主
管
支
店
・
野
村

支
店
長
（
左
）
よ
り
目
録
を
い
た
だ
き
ま
し
た

平成29年 栗東市成人式を開催します

問
生
涯
学
習
課 

青
少
年
教
育
係

  

☎
551-

０
４
９
６   �

552-

５
５
４
４

FAX

■以前栗東市に住んでいましたが、現在は別の市町村
に住んでいます。栗東市には友達も多いので、栗東
市の成人式に参加したいのですが、参加できるでし
ょうか。

→参加できます。事前申込みや案内ハガキなども不要
ですので、当日会場へお越しください。

■現在栗東市に住んでいますが、小・中学校は別の市
町村で過ごしたので、小・中学校の時の市町村の成
人式に参加したいのですが、どうすればいいのでし
ょうか。

→参加を希望している市町村に問い合わせてみてくだ
さい。案内状が必要な市町村もありますので、早め
にお問合せください。

■成人式の案内ハガキが欲しいのですが、どうすれば
いいですか。

→市内在住の人には 12 月初旬に郵送します。市外在
住の人は、生涯学習課までお問合せください。後日
発送します。（案内ハガキがなくても参加可能です） ＜昨年の成人式から＞

～成人式の質問にお答えします～
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　「ごめんなさい」で終わらせず、考えさせよう

～栗東市子育てのための12か条＜子どもへの接し方４か条＞～

子育て情報
～歯周病の自己診断をしましょう～

～野焼きは絶対にやめましょう～

　市税（市県民税・固定資産税・国民健康保
険税）を納付書で納付している人には、納税
通知書（１期分）と一緒に１年分の納付書を
一括で送付しています。今一度納め忘れがな
いか確かめてください。
　市税や県税は、福祉や医療の社会保障など身
近な行政サービスに使われる大切な財源です。
　市税を滞納している人には督促状や催告書
を送付し、自主納付を催告していますが、納
付や納税相談もなく放置する人には税負担の
公平性や市民としての負担の義務を果たして
いただくために12月を市税の「ストップ滞
納！！ 強化月間」として重点的な滞納整理
を行います。滞納のまま放置すると、自宅の
捜索や給与・預金などを差押えすることがあ
りますので早期に納付してください。
　県内全市町と県では、公平な税負担と税収
確保のため、「滋賀地方税滞納整理機構」を
設置し、連携・協働して市町税と県税の滞納
整理を推進しています。

税金の納め忘れはありませんか？

問合せ…税務課 納税推進室　
　　　　 ☎ 551-0107　 FAX 551-2010
　南部県税事務所 納税課　☎ 567-5406

　野焼き（野外焼却）に関する苦情が大変多
く寄せられています。
　野焼きは「廃棄物の処理及び清掃に関する
法律」で禁止されており、有害ガスや悪臭の
発生による健康被害を引き起こすだけでな
く、特に冬場は火災の原因となる危険性が増
すことから、絶対に行わないでください。
　周辺の生活環境を阻害する場合や危険な場
合は行政指導の対象となり、焼却を直ちに中
止していただくこともあります。
　刈り取った草や庭木を剪

せ ん

定した枝を含め、
家庭から出るごみは正しく分別し、決められ
た日にごみ集積場へ出すか、事前に環境政策
課で自己搬入許可申請手続き
の上、環境センターへ直接搬
入してください。

問健康増進課 母子保健係
　☎ 554-6100　 FAX 554-6101

問環境政策課 環境政策係
　☎ 551-0336　 FAX 554-1123

問健康増進課 母子保健係
　☎ 554-6100　 FAX 554-610

　歯周病は、むし歯と異なり痛みがないことが多
く、気づかないうちに進行し、歯ぐきからの出血
の後、歯が自然に抜け落ちるほど重症になること
があります。
　あなたの歯ぐきは大丈夫ですか？チェックして
みましょう。

□　Q1．��歯みがきのときに血が混じる
□　Q2．��歯ぐきが赤く腫

は

れている
□　Q3．��歯ぐきが引き締まっていない
□　Q4．��口臭が気になる
　　　　���（口臭がすると人から言われる）
□　Q5．��歯と歯ぐきの境目からウミが出る
□　Q6．��歯ぐきが下がって、歯が長くなった
　　　　　ように感じる
□　Q7．��硬いものをかむと痛い
□　Q8．��歯石がついている
□　Q9．��歯科医院に長い間行っていない
□　Q10．食べ物が歯と歯の間にはさまりやすく
　　　　　なった
□　Q11．歯がぐらぐらする
□　Q12．朝起きたとき、口の中がネバネバする
　
　当てはまる項目があれば歯科医院で歯や歯ぐき
の状態を確認してもらいましょう。むし歯の早期
発見だけでなく、自分では取り除けない歯垢や歯
石を除去してもらい、歯周病の予防に取り組みま
しょう。
　大人も子どもも、１年に１～２回、定期的に歯
科検診を受けましょう。

大人も子どもも定期的に歯科健診を受けよう！
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考えて　人の心を　その奥を

～平成27年度人権啓発標語 佳作作品～

りっとう
再発見

栗東の縄文時代

　

縄
文
時
代
の
始
ま
り
は
今
か
ら

１
万
５
千
年
ほ
ど
前
で
、
長
く
続
い

た
氷
河
期
が
終
わ
り
、
急
激
な
気
候

の
変
化
が
生
じ
た
時
代
で
し
た
。
そ

れ
以
降
、
温
暖
化
が
進
む
中
、
人
々

は
狩
猟
・
採
集
を
中
心
と
し
た
生
活

を
、
今
か
ら
２
千
数
百
年
ほ
ど
前
ま

で
の
長
き
に
わ
た
り
日
本
列
島
の
各

地
で
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

世
界
最
古
の
土
器
の
一
つ
と
い
わ

れ
、
こ
の
時
代
を
特
徴
づ
け
る
縄
文

土
器
や
、
石
や
動
植
物
を
素
材
に
作

ら
れ
た
道
具
な
ど
、
遺
跡
か
ら
出
土

す
る
数
々
の
資
料
は
、
当
時
の
人
々

の
暮
ら
し
が
多
様
で
あ
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
も
南な

ん

平ぺ
い

古
墳
群
か
ら
出
土

し
た
、
縄
文
時
代
草
創
期
（
今
か
ら

１
万
４
千
年
ほ
ど
前
）
の
有ゆ

う

茎け
い

尖せ
ん

頭と
う

器き

（
槍
の
先
端
に
つ
け
る
石
器
）
を

最
古
の
例
と
し
て
、
高た

か

野の

・
辻つ

じ

遺
跡

で
は
、
縄
文
時
代
前
期
（
今
か
ら

５
千
７
百
年
ほ
ど
前
）
の
縄
文
土
器

や
石
器
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
人
々

の
食
料
で
あ
っ
た
木
の
実
が
、
炭
化

し
た
状
態
で
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
下し

も

鈎ま
が
り

遺
跡
で
は
、
や

は
り
縄
文
時
代
前
期
（
今
か
ら

５
千
５
百
年
ほ
ど
前
）
の
人
々
が
生

活
し
て
い
た
竪た

て

穴あ
な

住じ
ゅ
う

居き
ょ

が
発
見
さ

れ
、
関
東
地
方
や
北
陸
地
方
の
特
徴

を
持
っ
た
縄
文
土
器
、
石
器
、
さ
ら

　

広
報
り
っ
と
う
11
月
号
の
「
り
っ
と

う
再
発
見
」
で
次
の
と
お
り
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

◦
「『
栗
太
八
景
漢
詩
碑
』
を
ご
存
じ

で
す
か
」
の
記
事
内

・
誤
…
⑧
「
蓮
台
寺
晩
鐘
」 

　
　
　
　

 

下
鈎
甲 

寺
跡

・
正
…
⑧
「
蓮
台
寺
晩
鐘
」 

　
　
　
　

 

下
鈎
乙 

蓮
台
寺
跡

に
装
身
具
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
縄

文
時
代
中
期
（
今
か
ら
４
千
５
百
年

ほ
ど
前
）に
な
る
と
霊

り
ょ
う

仙せ
ん

寺じ

遺
跡
で
、

当
時
、
内
湖
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る

汀て
い

線せ
ん

（
波
打
ち
際
）
な
ど
か
ら
、
大

量
の
土
器
や
石
器
が
出
土
し
、
人
々

が
漁ぎ

ょ

撈ろ
う

や
植
物
採
集
に
よ
り
、
比
較

的
長
い
期
間
、
定
住
生
活
を
送
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
縄

文
時
代
後
期
（
今
か
ら
４
千
年
ほ
ど

前
）
に
な
る
と
、
狐

き
つ
ね

塚づ
か

遺
跡
で
は
建

物
の
中
心
に
石
囲
炉
を
据
え
た
竪
穴

住
居
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
市
内
で
は
縄
文
時
代

を
通
じ
て
、
人
々
の
活
発
な
活
動
の

足
跡
が
印
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

博
物
館
で
は
、
こ
れ
ら
市
内
か
ら

出
土
し
た
縄
文
時
代
の
資
料
と
あ
わ

せ
て
、
赤あ

か

野の

井い

湾わ
ん

遺
跡
（
守
山
市
）、

津つ

田だ

江え

湖
底
遺
跡
・
志し

那な

湖
底
遺
跡

（
草
津
市
）、粟あ

わ

津づ

湖
底
遺
跡（
大
津
市
）

な
ど
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
資
料
に

よ
り
、
特
集
展
示
「
悠
久
の
時
の
な

が
れ
―
湖
南
の
縄
文
１
万
年
―
」
を

開
催
し
、
広
く
湖
南
地
域
の
縄
文
時

代
の
人
々
の
暮

ら
し
の
姿
を
見

て
い
き
ま
す
。

※
会
期
は
12
月

10
日
㈯
～
平

成
29
年
１
月

29
日
㈰
ま
で

問栗東歴史民俗博物館
　☎ 554-2733　 FAX 554-2755

123

▲霊仙寺遺跡から出土した石
せき

鏃
ぞく

（矢じり）

霊仙寺遺跡から出土した
水晶製石

い し

匙
さじ

（ナイフ）

お
詫
び
と
訂
正

問
栗
東
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
観
光
ガ
イ
ド

協
会
事
務
局

  

☎
551-

０
１
２
６   �

551-

６
１
５
８

FAX

⑧
「
蓮れ

ん

台だ
い

寺じ

晩ば
ん

鐘
し
ょ
う

」

　

下し
も

鈎ま
が
り

乙お
つ�

蓮
台
寺
跡
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キラリ☆りっとう

　「ありがとう」言われて嬉しい　魔法の言葉
～21世紀スローガンコンテスト 努力賞作品～

キラリと光る栗東ならではの歴史、ブランド、企業、取組みなどを紹介しています。

今月のキラリ★ブランド

今月のキラリ★企業

ドコモショップ栗東店

　弊社は栗東で初のドコモショップとして1995
年にオープンし、昨年9月に県下最大のフロア面
積で、東京おもちゃ美術館監修のキッズコーナー
である「木育ひろば」や家族授乳室を兼ね備えた
ショップとして安養寺に移転しました。
　スマートフォンやタブレットの販売はもちろん
のこと、地域のコミュニティーにしていきたい、と

いう想いから「木育ひろば」
にて地域で活躍する素敵な
人を紹介し、実際に会って
交流できるワークショップ
やコラボ展示をしています。
　10月に行われた「いち
ょう祭り」では、いちょう
通り振興会の店主たちと個性ある写真を撮影し、
ポスター展を開催しました。このような活動が、
人と人をつなぎ、街全体が活気づく、そんなきっ
かけになるといいなと思っています。
　端末は日々進化し、実際に会わなくても、スマ
ートフォンさえあればコミュニケーションができ
る世の中になりました。しかし私たちは、実際に
会って話すことから生まれるたくさんのアイデア
や気づきが一番大切だと確信しています。
　今後も通信業界において皆さまのお役に立ち、
地域をつなぐ架け橋となっていければと思います。

■住所…安養寺八丁目2-20　☎0120-843-676�
■ホームページ…http://m.com-pass.jp/ds_ritto/
■Facebook…https://www.facebook.com/docomorittou/ 

いちょう通り振興会のポスター展
（12月末まで開催中）

▲

木育広場での
ワークショップ
情報などは
Facebookで発信中！

　こんにちは、くりちゃんだよ。今月は栗東市が
室町時代の一時期に日本政治の中心になったこと
があると聞いて、上

かみ

鈎
まがり

池
いけ

の西にある「鈎陣所跡」
に来たよ。この場所は室町幕府の９代将軍、足

あし

利
かが

義
よし

尚
ひさ

が1487年から1489年までの１年５か月に
わたって「鈎

まがり

の陣
じん

」を設置した場所だよ。
　足利義尚は近江南部を支配した守護大名の六

ろっ

角
かく

氏
し

を討伐するため、京都から大軍を率いて、今
問永正寺 ☎552-0071　
　商工観光課 ☎551-0236　 FAX 551-0148

の上鈎や下鈎を
中心に「陣」を
構えたんだって。
「鈎の陣」は将
軍の居所になる御所を中心にいくつもの「陣」に
よって構成されていて、将軍が住んでいた御所の
跡はこの石碑の場所ではなくて、上鈎の永

えい

正
しょう

寺
じ

付近が有力とされているらしいよ。今でも土
ど

塁
るい

や
堀がのこっているんだって。将軍の御所では、政
治や裁判が行われていて、本当に栗東市が日本政
治の中心になっていたみたいだよ。
　10月の「東海道ほっこりまつり」でも足利義
尚の行列が行われたりして、栗東市とは関わりが
深い将軍なんだ。みんなも調べてみてくり～。

鈎
まがり

陣
じ ん

所
し ょ

跡
あ と

▲折り紙ワークショップ
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10月15日（栗東歴史民俗博物館・旧中島家住宅）
　「第26回RISSミュージアムロビーコン
サート」が開催されました。今回は「クロ
マチックハーモニカでお月見コンサート」
と題して、徳永延

の ぶ

生
お

さん・有
ゆ

生
う

さん親子が
共演。参加者は秋の夜、クロマチックハー
モニカの伸びやかな音色を楽しみました。

「
山
の
動
く
会
」
が
子
育
て
支
援

「
子
ど
も
安
全
リ
ー
ダ
ー
」
が
啓
発
活
動

10月25日（大宝小学校）　
　草津警察署から委嘱を受け、見守りや安
全啓発に取り組む「子ども安全リーダー」。
大宝学区では、５人のリーダーが小学１年
生を対象に、あいさつや報告・連絡・相談
の大切さ、防犯のための合言葉「いかのお
すし※」について講話しました。

10月14日（大宝東児童館）　
　子育てサークル「山の動く会」による子
育て支援のためのイベントが開催されまし
た。フラメンコ体験、外国語絵本の読み聞
かせ、朗読、マジックショーなど多彩な催
しにより、参加した親子が楽しい時間を過
ごしました。

10月14日（手原ＳＬ公園）　
　10月14日の「鉄道の日」にちなみ、手
原ＳＬ公園内にあるＤ51型蒸気機関車をボ
ランティアグループ「手原ＳＬ同好会」が
清掃しました。毎年、この日に、廃油を使っ
て丁寧に磨き上げる皆さんの活動により、
ＳＬが美しい姿のままで保たれています。

ク
ロ
マ
チ
ッ
ク
ハ
ー
モ
ニ
カ
で
お
月
見

10 月 18日（治田東小学校）
　栗東芸術文化会館さきらによる
小学校芸術鑑賞会が開かれまし
た。本年度市内５つの小学校で行
われたのは、Ｇ

ガ ナ

ＯＮＮＡによる和
太鼓とマリンバの公演。簡単なリ
ズムを覚えた児童は、実際に和太
鼓を打つ体験もし、体育館いっぱ
いに音色を響かせました。

打楽器の魅力を
子どもたちに

「
鉄
道
の
日
」
に
Ｓ
Ｌ
を
美
し
く

※「いか」…知らない人についていかない。「の」…知らない人の車にのらない。
　��「お」…おおごえを出す。「す」…すぐに逃げる。「し」…大人にしらせる。
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フ
ォ
ト

ニ
ュ
ー
ス

10月12日（市役所）
　滋賀県要保護児童対策連
絡協議会の児童虐待防止キ
ャ ラ バ ン 隊 が 本 市 を 訪 問
し、市長が「子どもを虐待
から守るオレンジリボンメ
ッセージ」の伝達を受けま
した。治田東幼児園の５歳
児による合唱もあり、市全
体で児童虐待防止に取り組
む決意が再確認されました。

子どもを虐待から守ろう

10月21日（図書館）
　９月～ 10月に図書館で元気創造事業の一つとして開催さ
れた「図書館ボランティア養成講座」。図書館の魅力作りに
貢献しようと、22人が受講しました。この日は修了生が早速
活動を開始し、本棚の整頓や本の修理を体験。「図書館の仕
事は実際はとても大変だということが分かりました」と語る
皆さんの、今後の活躍が期待されています。

図書館の魅力づくりのために

10月22日（コミュニティセンター治田東）
　市内在住のおうみ巻子さんを講師に、新
米や卵、ブロッコリーなど栗東産農産物を
使用した「デコ巻き寿司」作り教室が農業
委員会により開かれました。バラとパンダ
の飾り巻き寿司作りを体験した参加者は、
かわいいお寿司の出来栄えに「家でもぜひ
作ってみたい」と、楽しみながら地産地消
への理解を深める機会となりました。

旬の栗東産農産物で
「デコ巻き寿司」に挑戦
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FAX

★輝く栗東人

　　
■
発
行
�/�栗

東
市
役
所
�

■
編
集
�/�政

策
推
進
部
�広
報
課

〒
520-3088　

滋
賀
県
栗
東
市
安
養
寺
一
丁
目
13
番
33
号

☎
077-553-1234（

代
表
）　

FAX �077-554-1123（
代
表
）

広
報
R

り
っ

と
う

it
t
o

No.９
３

５
2016  １

２
・

１

人口（10月１日現在）　人口68,166人　男34,009人　女34,157人　前月より74人増　世帯数26,571世帯

　平成16年４月から毎朝、花園交差点で大
宝小学校児童・栗東西中学校生徒の登校を
見守りながら、安全指導。地域と西中生徒
がともに道路を安全で安心して使うための
協議にも尽力し、平成27年度栗東市青少年
育成功労賞、平成28年度栗東市政功労者表
彰を受賞。
　草津・栗東交通安全協会メンバー、草津
警察署委嘱の子ども安全リーダー・地域交
通安全活動推進委員としても活躍中。

■
見
守
り
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

　

仕
事
で
海
外
勤
務
が
長
く
、
発
展
途

上
国
で
は
、
貧
し
さ
か
ら
、
保
険
金
目

当
て
に
わ
ざ
と
子
ど
も
に
交
通
事
故
で

ケ
ガ
を
さ
せ
る
よ
う
な
悲
惨
な
光
景
も

見
て
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
現

地
で
子
ど
も
た
ち
へ
の
交
通
安
全
指
導

に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
定
年

後
、
草
津
・
栗
東
交
通
安
全
協
会
に
加

入
し
ま
し
た
が
、
自
主
的
に
も
何
か
活

動
が
で
き
た
ら
と
、
通
学
時
の
子
ど
も

た
ち
の
見
守
り
を
始
め
ま
し
た
。

■
見
守
り
の
内
容
は
？

　

毎
朝
、
７
時
30
分
か
ら
８
時
30
分
ま

で
の
１
時
間
、
花
園
交
差
点
に
立
つ
よ

う
に
な
り
、
12
年
に
な
り
ま
す
。
８
時

ま
で
は
大
宝
小
学
校
の
児
童
、
８
時
か

ら
は
栗
東
西
中
学
校
の
生
徒
が
通
学

路
と
し
て
使
い
ま
す
。
中
学
生
は
約

４
０
０
人
が
こ
こ
を
自
転
車
で
通
り
ま

す
。
毎
日
見
て
い
る
か
ら
、
子
ど
も
た

ち
の
体
調
な
ど
の
少
し
の
変
化
に
も
気

付
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

が
元
気
に
す
く
す
く
と
育
っ
て
く
れ
る

こ
と
を
願
い
な
が
ら
、
家
庭
や
学
校
と

も
連
携
し
、
安
心
し
て
楽
し
く
学
校
に

行
け
る
よ
う
に
見
守
っ
て
い
ま
す
。

■
よ
り
安
全
な
道
路
使
用
の
た
め
に
も
取

り
組
ま
れ
ま
し
た

　

通
学
路
は
地
域
の
生
活
道
路
で
も
あ
り

ま
す
が
、
道
路
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
た

自
転
車
通
学
な
ど
、
マ
ナ
ー
の
悪
さ
が
目

立
ち
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成
25

年
、
笠
川
自
治
会
と
栗
東
西
中
学
校
の
生

徒
会
と
で
懇
談
を
し
、
地
域
の
交
通
安
全

に
対
す
る
思
い
や
現
状
を
生
徒
に
知
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
話
し
合
い
を
重

ね
、
生
徒
と
の
会
話
か
ら
改
善
点
を

探
り
、
関
連
機
関
の
協
力
も
得
て
、

通
学
路
に
青
ラ
イ
ン
を
引
く
こ
と
や
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
大
型
化
、
点
滅
信

号
の
押
し
ボ
タ
ン
位
置
の
変
更
な
ど

で
、
よ
り
安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う
に

改
善
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
中
学
校

で
も
、
マ
ナ
ー
の
向
上
や
あ
い
さ
つ

運
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
い

っ
そ
う
安
全
な
通
学
路
・
生
活
道
路

に
な
り
ま
し
た
。
毎
年
、
自
治
会
と

中
学
校
で
懇
談
し
、
入
学
式
に
は
、

新
１
年
生
に
対
し
て
、
交
通
安
全
の

呼
び
か
け
も
し
て
い
ま
す
。

　

顔
を
覚
え
て
も
ら
い
、
子
ど
も
た

ち
と
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
、
交
通
安
全
教
室
の
開
催

な
ど
も
し
、
安
全
対
策
に
努
め
て
き

ま
し
た
。
交
通
事
故
が
地
域
で
起
こ

ら
な
い
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り

た
い
で
す
。

山本�登志一さん（74歳・笠川）

元気に「行ってらっしゃい！」

１２年間、小・中学生の登校を見守りながら安全指導


